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藤2の反証以外に、葛藤 lを補足するために第3の反誌が必要となること c 第三に、本授業デザインの構成
主義的4観点が有効で、あること。また、ミスコンセプションは、コンフリクトマップの「葛藤J状態、を引き
起こすためには欠かせない前提として位置づけうること。
審査の結果の要旨
本研究が明らかにした構成主義に基づく授業デザインをより有効なものにするためには、 ミスコンセプ
ションに直接働きかける「決定的な証拠(反証)Jをどの段階で示すのが最適かを路定する必要がある。そ
うした課題は若干残るものの、理科における多様な概念変容理論を整理するとともに、小-中・高校生の粒
子認識の実態を踏まえて、新たなコンフリクトマップ理論に基づく粒子理論の授業を構想し、粒子理論形成
の独自の教授アプローチを解明した点は特に高く評価される。
平成 24年2月7日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。
よって、著者は博士(教育学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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